
 

 

○2026 年度ＳＤＧｓ未来都市の進捗評価について 

 

１．経緯と目的 

・これまで、ＳＤＧｓ未来都市の進捗評価は全都市を対象に毎年度実施してい

たが、2025年度から以下のとおり評価と報告に分けることで検討会及び事務

局の負担軽減を図っている。2026年度についても 2025年度と同様とする。 

・進捗評価の対象となる都市は、ＳＤＧｓ未来都市計画の 

  ①第１期計画の１年目を終えた都市 

  ②第１期計画の３年目を終えた都市 

  ③第２期計画以降の３年目を終えた都市 

 であり、2026年度は 66都市が対象となる。 

・①及び②の都市については、都市の希望または検討会の要望があった都市に

進捗評価に係るヒアリングを実施する。 

・2026年度は進捗評価を行わず、取組概要のみを報告する都市は 149都市。 

 

 

 

 

 

 

 

資料６ 

これまでのルールによる評価都市数 

2025 年度からのルールによる評価都市数 



 

○進捗評価に係るヒアリングの進め方 

 

１．進行方法 

・１都市あたりヒアリング（説明・質疑応答）時間は 20分とし、都市の退出後、

「委員からの取組に対する評価」（コメント）の記入時間とする。 

・時間経過の合図として、都市からの説明終了の２分前に画面での表示にて知ら

せる。 

 

～都市の入室～ 

①都市からの説明【10分】 

②自治体ＳＤＧｓ推進評価・調査検討会からの質疑応答【10分】 

～都市退室～ 

③委員からの取組に対する評価（コメント）の記入【５分】 

 

２．都市からの説明内容 

①都市の取組概要について説明「（様式２-１）取組概要シート）」 

②（2025年度に選定された都市） 

2025年度における計画の進捗状況について説明「（様式１）進捗評価シート」 

③（各期計画が 2025年度で終了した都市） 

各期計画の総括について説明「（様式３）進捗評価及び総括シート」 

 

３．委員からの取組に対する評価について 

各都市の説明及び質疑応答の終了後、出席委員による意見交換を行う。各都市

への取組に対する評価（コメント）については、「（資料 10）ヒアリングによる

委員からの取組に対する評価（記入シート）」に記入いただく。 

意見交換の内容やコメントについては、後日各都市へフィードバックを行う。 

                             


